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登壇 

 

中村：本日ですけれども、まず第 2 四半期の実績、今期の計画、そして先週発表いたしましたけれ

ども、学研ホールディングスさんとの資本業務提携についてお話しさせていただきます。そして各

事業の取り組みという流れで説明してまいります。 

まず、第 2 四半期の実績でございます。第 2 四半期決算サマリーです。 

 

利益の面、EBITDA から各段階損益につきましては、非常に順調に進捗しております。各事業にお

きまして適切に費用コントロール等を行っておりまして、その結果それぞれ計画を上回る進捗でき

ております。 

売上高、営業利益は前年同期比ですと減収減益となっております。個人向けのオンライン英会話は

競争環境激化もあり、少し不調になっていると。一方で、法人向けに関しましては、法人では第 2

四半期で過去最高の売上となっております。また、円安の影響、認知度向上のために一定の投資を

しているところもあり、営業利益率が低下している背景がございます。 

ボーダーリンク社で行っている ALT 派遣サービスは順調に推移しております。そして、翌年度の

受注継続、特にこれからが入札等が多数行われていく忙しい時期になってきているんですけれど

も、この翌年度の受注継続率向上のために、一定のコストをかけながら ALT 派遣サービスの提供

品質向上を継続しております。 
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こういったところで投資をしているんですけれども、子ども向け英会話の講師供給体制を見直して

効率化させたり、そういったこともしておりますので、結果として、子ども・子育て支援事業全体

のセグメント利益は想定よりも上振れて着地しております。 

そして AI を用いたスピーキングテスト PROGOS ですけれども、こちらのテストの提供は順調に拡

大しております。自社で販売してテスト数を増やしていく。それのみならず、他団体と協働するこ

とも通じまして、サービス提供の大規模化や多様化が加速しております。 

そして、学研ホールディングスと資本業務提携契約を締結しております。それによりまして、オン

ラインの英会話の部分や学校向けの部分、資格・サービス、グローバル、さまざまな部分で協業し

ていくことができると。DX とか AI 活用とか、こういった部分でも一緒になってやっていくことが

できます。 

続きまして、第 2 四半期決算概要になります。 

 

 

売上は 48 億 1,200 万円で前年同期比マイナス 4.3%、EBITDA は 3 億 7,900 万円でマイナス

36.5%、営業利益は 2 億 2,100 万円でマイナス 39.3%、経常利益は 2 億 600 万円でマイナス

41.7%、当期純利益は 1 億 2,800 万円でマイナス 66.0%、EBITDA マージンは 7.9%、営業利益率は

4.6%となっております。 

続きまして、セグメント別の損益になります。 
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リスキリング事業につきましては、個人向けサービスが 15 億 300 万円、法人向けサービスが 8 億

9,200 万円という内訳になっております。合計で 23 億 9,500 万円、セグメント損益は 1 億 9,500

万円となっております。 

子ども・子育て支援事業に関しましては、ALT 派遣サービスがほとんどであり、売上は、ALT 派

遣サービスが 22 億 3,200 万円、それ以外の子ども向け英会話サービスは 1 億 8,400 万円で、合計

24 億 1,600 万円となっております。セグメント損益利益は 1 億 5,000 万円となっております。 

連結業績の推移は、第 2 四半期累計で見ますと売上高は昨年よりも若干減っていて、それに応じて

営業利益、EBITDA も減っています。 

続きまして、四半期ごとの売上高内訳になります。 

 

ALT 派遣サービスは引き続き順調でありまして、全体の約半分程度を占める形になっております。

法人向けサービス、季節ごとに変動はあるんですけれども、第 2 四半期で見ますと過去最高の売上
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になっております。昨年あった大型の添削案件受託とかが大幅に減少したという影響もありました

けれども、それを上回る成長ができている形になってきております。 

四半期ごとの費用の内訳になります。 

 

 

第 2 四半期は、ボーダーリンクの売上原価につきましては、ALT 派遣サービスの季節要因によっ

て減少しております。また、広告費は、昨年度と比べますと増やしておりまして、一定の広告投資

を行いつつ、ただ、他の部分に関しましては適切にコントロールしている形で、費用をコントロー

ルしているという形になっております。 

それぞれのセグメントごとの費用内訳になります。 

 

リスキリング事業につきましては、前期は減損損失の計上があったために、のれんの償却費等に関

しましては減少しております。一方で広告宣伝費につきましては、SNS 等に一定使っております
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ので、こちらは増えている形になっております。それ以外の部分につきましては、適切にコントロ

ールしながら推移している形になっております。 

子ども・子育て支援事業になります。 

 

こちらに関しましては、子ども向け英会話の講師供給体制を見直したことによりまして、売上原価

の部分の講師報酬の部分が大きく減少するというところになっております。それ以外の部分につき

ましては、売上にある程度一定相関している部分と、また、翌年度の継続率向上のために、適正に

人員を配置しなければいけないというところがございまして、一定の人員を配置しているというと

ころもあって、人件費は増加している形になっております。 

続きまして、今期の計画およびそれに対する進捗となります。 

 

今期に対する進捗としましては、売上は進捗率 47.2%となっております。一方で、EBITDA は進捗

率 73.6%と非常に順調にきております。営業利益は、進捗率 111%、経常利益は 111.7%、当期純

利益は 183.1%となっておりまして、非常に計画に対しては順調にきております。 
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それぞれ想定していたものよりも、この営業利益から当期純利益の部分に関しましては、かなり上

回るところではございます。ですが、第 4 四半期等に一定の投資をするということも毎年、需要期

として行っておりますので、ここに関しまして業績予想は据え置いているということになります。

もし、何かしら計画が見えて、計画を変更する、上方をしていくというようなことがありました

ら、わかり次第、開示する形でやっていく予定です。 

続きまして、計画に対する進捗セグメント別になります。 

 

 

全体として見ますと ALT 派遣サービスが非常に順調に進捗しております。リスキリング事業につ

きましては、個人向けサービスが進捗率 45.6%、法人向けサービスは進捗率 49.6%になっておりま

す。50%を若干下回っているところもありまして、下期頑張ってこれを 100%に持っていこうと、

さまざまな打ち手を打っております。 

セグメント利益に関しましては、リスキリング事業 55.8%の進捗となっておりまして、順調にきて

おります。ALT 派遣サービスにつきましては、進捗率 48.2%になっております。ALT 派遣サービ

スの場合は季節要因がかなりございまして、春休み、夏休み、冬休みといった休みがある期間は、

売上が少し少なくなるという形になっておりまして、実稼働、先生が学校に行って実際やっている

稼働に応じて売上が発生していきますので、それに応じてなっていくというところで、進捗率とし

ては非常に順調にきている形になっております。 

子ども向け英会話サービスについては進捗率 39.2%で、若干下回っていますので、こちらは頑張っ

ていく形になっています。 

セグメント利益は、125.8%の進捗になっておりまして、非常に順調に推移している状況になって

きております。 
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今期の業績としては、売上高として創業以来 17 期連続の増収として 102 億円を目指しておりま

す。EBITDA、営業利益は減益を見込んでおります。 

 

続きまして、先週発表いたしました株式会社学研ホールディングスとの資本業務提携に関して説明

させていただきます。 

まず、学研ホールディングスの企業概要について説明させていただきます。 

 

ご存知の方も多いかと思うんですけれども、学研ホールディングスに関しましては、もう創業 70

年以上たっている歴史ある企業になっております。東証プライムに上場しておりまして、通期の売

上高としましてはこの 9 月期におきまして、1,855 億円になっております。また、グループ会社と

しても連結子会社が 75 社あるという形になっておりまして、非常に大きな企業になっておりま

す。 

サービス分野につきましても、非常に幅広い分野でやっております。 
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元々過去から行ってきていた学研教室ですとか、科学とか、図鑑ですとか、そういった分野もあり

ながら、それ以外の分野も幅広く展開しております。主に教育分野と医療福祉分野、この二つに分

けられます。教育分野につきましては教室事業や塾事業、市進ホールディングスとか、そういった

ところも傘下に抱えているという企業になっております。 

また、出版社に関しましても、出版社もグループ会社にいたりですとか、また、さまざまな e ラー

ニング事業とか、TOKYO GLOBAL GATEWAY という、お台場とか立川にある英語を学習する、体

験できるような施設等も持っていて、非常にわれわれとシナジーのある企業になっています。他に

も、法人向けの研修事業も持っていたり、幼稚園、保育園といった事業、添削の事業、e ラーニン

グの事業、さまざまなものを持っている感じになります。 

それから介護向けのサービス、高齢者の住宅事業、認知症のグループホーム事業とか、そういった

ものも持っているところで、非常に幅広いサービスを持っている企業になっております。 

そんな幅広いサービス多数ありますので、それぞれのサービス、各事業領域においてシナジーを創

出していきたいなと考えております。それによりまして、協業することによって相互が事業を拡大

していくことができると考えております。 

最初に行っていくこととしては、共通性がある事業において、協業として相互送客のようなことを

行ったり、新たな領域へ進出したり、新規顧客を獲得したり、あるいは AI などの先進技術を取り

入れた効率的な技術開発、さまざまなことを行っていきたいなと考えております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

10 
 

 

こちらが具体的にシナジーのありそうなところのサービス群になっております。オンライン英会話

に関しましては、学研側にも中高生向けの Kimini 英会話というものがございます。こちらと弊社

の持っているオンライン英会話とをうまく連携させることによって、例えば相互送客とか、そうい

ったことができることになってくるかなと思っております。 

それによって顧客基盤が拡大するという形になったり、あるいは相互のオペレーションを合理化し

ていったり、適正化していくこともできるだろうと考えております。 

また、TOASU という法人の研修サービスを学研グループが持っております。ここと弊社の法人事

業が連携することによりまして、われわれの持っていない研修を仕入れて販売していく。あるいは

TOASU 社のほうがわれわれの英語を販売していく、そういった相互の協力ができて、販売強化が

できていくのではないかなと考えております。 

また、ALT 派遣の分野におきましては、自治体向けの提案の中にさまざまな学校教育現場に向けた

サービスも付加していくことができると考えております。先ほど言った TOKYO GLOBAL 

GATEWAY での体験を組み込んだり、あるいは ALT の先生方の研修をうまく組み込んだり、ま

た、高校向けの英語の書籍等を持っている桐原書店さんと組んだりすることによって、小・中のみ

ならず高校向けのサービスを展開していったり、さまざまなシナジーを考えておりまして、これら

を実行していくことを行っていこうと考えております。 

また、資格事業のところに関しましては、学研グループで Shikaku Pass というサービスを持って

おります。これはオンラインで行う資格予備校になっておりまして、こちらでわれわれの持ってい

る資格スクエア、われわれは予備試験ですとか、行政書士とか、弁理士とか、そういったものを中

心としながらやっておりますけれども、これらをうまく連携させていくと。 
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われわれの持っているところで彼らの持っていないところ、彼らの持っているところでわれわれの

持っていないところ、ここがあまり変わりない部分が多くありますので、ここをうまく連携させて

いくということをディスカッションしながら、実際にやっていこうとしております。 

そして、グローバルにも学研グループがシンガポールやベトナム、さまざまな分野に進出しており

ますので、そういった分野でも一緒になって事業展開していこうと考えております。 

そして DX 分野、それから AI 活用に関しましても、われわれレアジョブ社の技術部隊と学研グル

ープの持っている技術部隊でうまく連携しながら、さまざまな交流を行って、新たなデジタルプロ

ダクトの開発だったり、開発体制、開発力の強化につなげていければなと考えております。 

われわれの持っているサービス業の全てのところにおいて、シナジーが検討できるというところが

ございまして、非常に多くのメリットが得られると考えております。それによって、われわれのサ

ービスの品質が上がったり、それから顧客がそういったところで回遊してくることによって、より

多くの顧客がわれわれのサービスを利用してくれると。 

こういったことになるのではないかなと考えておりまして、この学研グループとの取り組み、これ

をこの 3Q から積極的に取り組んでいるという状況になっておりまして、これでさらに伸ばしてい

こうと考えております。 

続きまして、各事業の取り組みになります。 

 

各事業の課題に関しましては、リスキリング事業は、個人事業は個人向けのオンライン英会話、こ

こでは認知度の遅れですとか、そういったところがございます。それに対して、SNS 等を活用し

た認知度向上施策、それから抜本的に変化させていくための人材強化を行っております。 
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そして競争環境激化による差別化の弱さに関しましては、生成 AI を活用した新機能開発を行って

おります。法人事業でのソリューション提案による大型案件受託に関しましては、PROGOS テス

トの利用拡大と企業の認知度向上施策を入れておりまして、そちらに取り組んでおります。 

子ども・子育て支援事業につきましては、ALT 派遣サービスにおいてのサービスの品質、これが濃

淡が出てしまったりすると、翌年度の受注に影響が出てしまうところがございますので、ここのサ

ービスの濃淡が出ないようにしっかりと講師供給を安定させると。しっかりとしたサービスを提供

していく、これを引き続き行っております。 

そして厚みのある学習サービス提供、付加価値の高い事業運営を行っていくために、学研グループ

との協働を含めた多様なサービスやプロダクトの提案開発を取り組んでおります。 

それぞれのところにおいてトピックとしましては、まずコンシューマー事業、リスキリングにつき

ましては、オンライン英会話事業の再成長をさせていくところが必要で、そのために外部からプロ

経営者として須藤さんという方にジョインしていただいております。 

 

須藤さんは、外資系の日本企業のヘッドを務めておりまして、そちらのほうで 2 社、社長として、

いろんな教育系の事業の再成長と V 字回復をこれまでやってこられた方になります。 

須藤さんがこの 10 月からジョインしていただいております。過去の知見等を生かして、組織改

革、あるいはビジネススキーム全体を再設計しながら、再成長に向けて加速させていくことを行っ

ていくということで、ジョインしていただいております。 

そして、AI を活用した新機能開発としましては、資格スクエアの中の行政書士における記述式問

題については、AI を使った採点添削システムを提供開始しております。 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

13 
 

 

これまでの利用実績としては約 400 件超ありまして、満足度としてもユーザーからヒアリングし

た結果 76%となっておりまして、一定の評価を得ております。 

これらの結果ももちまして、次年度のサービス提供に関しましては標準機能として搭載しておりま

す。それによって他社との差別化を行っていきまして、行政書士のところをより伸ばしていくこと

に活用できていくと考えております。その他にも、これの周辺事業等は今さまざま開発していると

ころになります。 

続きまして、PROGOS の受験および用途の多様化についてです。 

 

PROGOS は AI を活用したスピーキングテストで、非常にさまざまな企業に導入していただいてお

ります。その中の一つとして、大阪万博でございますけれども、こちらの会場運営参加サプライヤ

ーとして協賛いたしまして、PROGOS 10,000 回受験の大規模提供を行っております。 

それによって、スタッフの方々等が活用していただくことによって、その結果をいろんな分野で使

ってもらえるという形で、こういったところの事例が出てきている形になっています。 
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もう一つ事例として出てきているものとして、一般教育訓練給付制度というものがございます。 

 

これは、教育サービスの補助金を受けながら受けられるというものですけれども、その制度におい

ては慈善事業で、どういったものをやって、どういった成果が出たのかというところを指標として

図らなければいけないという課題がございます。 

他社の英語サービスにおいては、従来ですと TOEIC とかがその成果指標として置かれたりしてい

たと。なので、例えば TOEIC が 700 点から 800 点に上りましたとか、700 点から 900 点目指しま

すとか、そういった成果指標として置かれていたというものですけれども。この成果指標に対し

て、PROGOS が認められて、ここに入ることができたという事例ができております。 

それで実際に 1 社、この一般教育訓練給付制度を活用して、その 1 社の成果指標として PROGOS

が入っていて、その会社のサービスを受けてもらうという形で、成果指標として活用されるという

ものが初めて採用されました。 

これを皮切りとして、他社のさまざまな英語系の学習サービスにも成果指標として取り入れられて

いくことができるだろうと考えておりまして、さまざまなところに取り入れていってもらおうとい

うことを行っております。 

これは一般教育訓練給付制度の例ですけれども、それ以外でもさまざまなところで活用していただ

けるように、今いろんなところと話をしたりしているところでございます。 

そして法人事業の認知度向上のために行った施策の一つとして、Global Talent Conference という

会議を PROGOS 社が主催して、1 日かけて行うということを行いました。 
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さまざまな企業、学校の先生方とかの有識者を呼びまして、その方々に講演あるいはパネルディス

カッション等を行っていただいたと。 

そういった形で行いまして、オフラインとオンラインのハイブリッドセッションを行って、約 540

名の申し込みがあり、大変盛況な会となっておりました。これで人事の担当の方々を中心としたい

ろんな方々が集まっていただきましたので、その中で PROGOS がこういった取り組みをやってい

るんですよと。 

ただただ英語をやっているだけではなくて、グローバル人材育成、そういったところに幅広く取り

組んでいる企業なんですよという認知度拡大させていきまして、英語の学習の提供のみならず、そ

の他の研修の提供、これらもセットとしてわれわれは展開していくという形で今行っております。 

続きまして ALT 派遣サービスの進捗になります。 

 

こちらはこの図にあるように、季節ごとの変動がございます。2Q は夏休みがあるというところ

で、毎年ですけれども低くなるという時期なんですけれども、想定通りの形できております。そし
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て 3Q、4Q はこれぐらいの棒グラフのような推移になるだろうという形になっておりまして、堅調

に推移しております。 

これはもう大体期初までに 1 年間の受注ができておりますので、そこをしっかりとサービス提供す

れば、売上がついてくるというようなものになっております。そして今の段階、そこから 3 月ぐら

いにかけて、さまざまな自治体への入札がございますので、今は来年度の受注のために必死になっ

て営業が営業現場で頑張っているという形になっております。 

既に獲得できたものとしては、例えば、愛媛県の今治市の案件を獲得したり、そのように展開地域

を関東とか関西が強いのみならず、幅広く多くの地域に拡大しながら売上を伸ばしていくというこ

とを行ってきております。 

そして、サービス品質を安定化させていくというところで、講師採用をしっかりと安定供給をして

いくというところで、Web サイトリニューアルを行ったり、国内外での採用継続を引き続き行っ

ております。 

 

フィリピンから採用したり、連れてきたりとか、そういったことを行っておりますけれども、引き

続きこういったところは行っておきまして、受注拡大に対応するというものを一定行っているよう

な感じになります。 

今後の取り組みになります。 
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個人向けサービスにつきましては、ユーザー数増加につながる認知度向上施策に注力してまいりま

す。SNS を中心とした認知の向上施策の拡大によって、個人ユーザーが安定的に増加する状態を

目指してまいります。 

そして、PROGOS の普及および階層別/選抜研修の浸透をさらに推進してまいります。先ほどの

Global Talent Conference のような大規模イベントを自社開催したり、あるいは展示会に出展する

などによって企業の認知度向上を図っております。さらにそういったところは推進しながら、グロ

ーバルリーダー育成のソリューションサービスとしての地位をしっかりと確立していきたいと考え

ています。 

また、PROGOS 提供の手段、地域、対象を拡大していって、さらなる普及を目指してまいりま

す。 

そして、デジタル分野につきましては、AI 活用を行っていきまして、サービスの利便性や学習効

果の向上を行ってまいります。リスキリング事業につきましては、AI を活用したサービス開発、

これは順次展開していって、先ほどのような行政書士の添削ですとか、そういったところ行ってい

きながら、他社サービスとの差別化および競争の強化を図ってまいります。 

それ以外につきましても、教材とか指導スキルを生かした AI でできる英会話を開発しておりまし

て、β版としてまずはリリースしていくと。そこのフィードバックを見ながら、より良いものにし

ていって、お客様の価値に資するようなものを作ってリリースしていきます。そういうものによっ

て、当社の独自性が高いプロダクト開発を進めていこうと考えております。 

ALT 派遣サービスに関しましては、引き続き品質の向上と営業力の強化をしっかりと行っていきま

す。 
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それによって、継続率の向上を行い、満足度も上げて、だから来年度も一定の継続率があると。そ

して営業エリアの拡大も行っていくことによって、翌年度の新規の案件も増やしていくというとこ

ろで、新規案件の拡大と継続案件をちゃんと死守するというところで、来期さらなる売上飛躍を今

目指しております。 

そして、学研ホールディングスとのシナジー創出、これは取り組みとして力を入れて行っていくと

ころにはなりますけれども、子どもから大人、ビジネスパーソンまで幅広い世代を対象とした領域

におきまして、提携によってシナジーをさまざま創出してまいりますので、それによって事業成長

をこれから図っていこうと考えております。 

本当に一緒になってやることによって、さまざま生まれてくると考えておりますので、非常にわく

わくした取り組みなっていくだろうと考えております。 

以上をもちまして、第 2 四半期の決算説明を終わらせていただきます。 

本日は、お忙しい中ご視聴いただきまして、誠にありがとうございました。これにて第 2 四半期の

決算説明を終了させていただきます。ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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